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水銀

の語

ソ連の水銀鉱床(続々)

次に禽水銀鉱否系⑳グルｰプですカ童､これは

銅･鉛･水銀複合鉱石系と金1銀鉱石系の2つの鉱石系

をまとめたものです｡では前章にひきつづいて紹

介してみます.

銅･鉛曲水銀鉱石系コリャｰク山脈とカムチャツ

カ半島で認められているこの鉱石系に属する鉱床は辰

砂を鯨伴した幾つかの参金属鉱床です.その鉱床を構

成する金属鉱物のうちでもっとも多量に存在している

のは四面銅鉱と辰砂であり,両鉱物とも上部中新世一

鮮野世火山性堆積岩層群中の砂岩層中に発達した玉髄質

石英脈め申に生成しています(勿バネイ鉱床など).

岸本文男

斑岩買入岩体申に胚胎巷れています｡いずれも脈状の

鉱体で細粒の含水銀四面銅鉱1銀硫塩鉱物なきを不均

質に鉱梁1含有した細粒質の有英からなっています出

鉱石串の水銀品位は｡｡腕前後か普通です.

辰砂を伴った合金看英タイプのものはオカンチンス

コエ鉱床を代表例とするタイプです,M昔M.ワシレフ

スキｰカミ1蜘年紀発表したデｰタはよるとこの鉱床は

中新世中期の安山岩と凝灰岩帯に胚胎され危急僚斜の氷

長石一石英脈および氷畏春一炭酸塩鉱物一石英脈で構成

され

藪)氷畏看･閃亜鉛鉱･方鉛鉱皿戴銅鉱･四面銅鉱1戴鉄鉱を

伴欄危脈状の乳白色粗粒欝有翼の生成

も)玉髄質で櫛状を塁す墨看英と重品看金銀の生成

｡)鉄白雲石を辰砂の生成

金目鍛鉱石系この鉱看系はさらに次のような2

種のタイプぽ分けられ窯す､含水銀四面銅鉱&輝安鉱

を随伴した銀の硫塩鉱物からなるものと辰砂を伴った

合金石英鉱からなるものの2種です凸初めのタイプに

相当する鉱床はウネイバヤｰムスキｰ鉱床題を構成

しその鉱石は漸新微の石英粗繭砦1安山岩1斜長花繍

という3段階でもって形成されました｡しかし2鉱

体だけは最後の第3段階の鉱化作用が区別できない産状

を呈しています,

さてこのカムチャツカ半島とコリャｰク山脈の水銀

鉱床の串で先に述べた鶏冠石一輝安鉱一辰砂鉱石系に

籍夏鰯激クリ猟チ燃焚夢槻蟻灘紳鍛藩爽脈

φ翻㈱峨嫌(鱒至鯛)湯1あ葛

鏑皇鰯滋濁炎熱誠菱と感し義

溶ムチ中ツ劣準島で王?鑓年に

発鳳慈れ今筒も活動している

(クリ泓耐賛皿フカ澄｡象鱒中

のもの)�
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属するものの生成条件と成因的な特徴がカムチャツカ地

質調査所のチトフ(工瓜丁玉帥)とタラセン買(TVTか

rasenko)によって紹介された(1968年)のでここで触れ

ておきたいと思います.彼らはこラ言っています.

｢鉱石生成作用の湿度その伽の物理化学的条件は鉱石や熱

水薬質砦の鉱物組合わ普によりて漢淀鉱化期における鉱

物共生関係の変化状況は上ってほぼ決定す嵩二とができ

る.本鉱看の生成作用の最高温度は鶏冠石と雄黄の溶

融混度(3工⑪㌦320℃)辰砂の分解温度(338㌧359℃)と

雄黄の分解潟僕(190㌦22⑪む)酸性媒体中におけるディ

ッカイトあ安定領域(265℃)から定めることが可能である｣

これらのデｰタはホワイト(I.αWhit㊧)とスミルノ

フ(VI.S皿imov)が発表したものです沸チトフはこ

のデｰタから鶏冠石一輝安鉱一辰砂鉱石の主要生成段階

時の温度を25ぴ～350℃以下と決論づけさらに

｢現有のチｰタにも&ずいて鉱石沈殿の初期に弱アル釣リ

艦で帝欄枚ものがその末期には弱酸性に変わったという鉱

輝の概念を組み並てることがで蜜叙辰砂と輝安鉱の大

部分はおそらく鉱液が牢性になった瞬間に沈殿したも

のと思われ幻

と述べてその根拠としてのフィｰルドデｰタを挙げ

ながらさらにまた次のように言っています.

｢水銀げンチモン1砒素を含ん淀熱水溶液を研究しだ結果

は自然繋境の申での鉱液の物理化学駒性質が比較的広い

幅をもりて変化するこをを示している｡淀と免ば現在

も辰砂を沈殿しつつある中央カふヂャツカ水銀鉱床帯のア

バペリ湯泉の湯(96℃)は弱アルカリ性(pH8)であるがニ

ェベロフ(Yu.L.N鮒epoマ王9館)のデ｡タぽよると国

後島のメンデレｰエバ火山の噴気孔騨の部分ぽみとめられ

る辰砂と碇辰砂の沈殿は酸憎1条件の串で行なわれているJ

また別のデｰタ1こよると砒素とアンチモン牽沈殿し

つつあるナルイチ嚢フ温泉は温度約7ぴ弱酸性(PH6

～6.8)でこの温泉の湧湯口の傍には方解石･緩石･

酸化鉄･鶏冠石･雄黄からなるトラバｰチンが生じさ

らにこの沈殿物の酸化鉄と砒素鉱物の中にはSb.0｡が

0.工7%も含有されています｡このようにカムチャッ

カ半島においてナルィチ嚢フ温泉を初めとして温泉水中

の砒素とアンチモンあるいは水銀の含有量が高いことは

この半島の砒素一アンチモンｰ水銀鉱石系の鉱床を作っ

た鉱液め性質を暗示するものといえます.

チトフらは水銀鉱床の生成深度について

｢水銀鉱床の生成深度については水銀鉱床帯中の鉱化作用

の垂直規模と沓鉱庶グルｰプの成因上の特徴にもとづい

｡
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第3図樺太の水爆鉱床帯

である程度判断することがで慧る与たとえばユヌィ

チャハヤム鉱殊帯のアンチ受ソｰ水銀鉱化作用ジ鷹直規模

は約700mオリ筑トルカ鉱床帯のアンチモンｰ砒素一水

銀鉱化作用の垂直規模は約豆皇000臓である.ただしこの

数字は水銀鉱床の最小生成深度を教えているにすぎない｣

と報告し鉱床生成後の削剥深度などの条件を配慮する

必要に目を筒け2次珪岩とオパｰライトの分布状態を

参考ぼして

｢コリャｰク山脈の自然条件の中でほこの種の水銀鉱床の

生成深度が1,500n沌越えているものは無いだろう｣

と述べています.

鉱化作用とマグマ岩との結びつきについてはまだほ

とんど明らかに巷れていません｡現在のとζろ判って

いることはカムチ中ツガ半島と千島列島の第四紀旧火

山および活火山の溶岩中に含有されている水銀量が地殻

の水銀クラニク数は拝く国後島の溶岩の場合だけが岩

石組成によって幾らか水銀含有量の高いこともあるとい

うことです.岩石の場合でなく高温の噴気孔粘よび

その沈殿物の場合には一般に水銀含有品位が高くア

パチャ火山の現世噴気沈殿物中では砒素高位が高いとい

われています昔それに加えてチトフらは

｢コリャｰク山脈の溶岩と貴人岩から採取された岩石試料の

分析結果は幾らか注員に値するものであった｡･すなわ

ち漸新徴と下部中新世の酸性1中性｡塩基性各マグマ岩

中の水銀含有量がそれぞれの砦看クラｰク数よりもはるか

ぽ少伽にとであるJ

鉱床区域内に分布する溶碁と岩脈のうちでほるか鉱

化前のものから採取密れた王都の試料でも同じ傾向であ

ったことを強調していることからみると再生説のにお

いがします.

カムチャツカ半島とコリャｰク山脈の水銀鉱床の生成

期は当該鉱床と絶対地質年代淡測定されたその母岩と

の相互関係によって決定されてい塞す｡すなわち

｢水銀鉱生成期の下限はナイバｰノいハニ夢一ック鉱床帯

とエヌィチャハヤム鉱床帯の場合鉱体下盤紀分布する閃

緑助岩と花騎閑緑勘岩の各岩脈の絶対地質年代数測定した

結果(〔25脚26〕金似王0咋)から中新世初期と確定さ扱た｣

という次鶏です.生成期の上限については辰砂･輝

安鉱･鶏冠石のいずれの場合でも現世の温泉沈殿物や

温泉水中に鉱物ないし元素の形でもって確認されている

ことから現世に続くものと考えられています､

カムチャ'ツガ半島をコリャｰク山脈に別れを告げて�
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次に樺太の水銀鉱床に移1)ましょう吉

樺太の水銀鉱床としては戦前文麗鉱山のものが知

られていた程度にすぎ謹せんでした｡しかしソ連共

産党第20回大会で研究機関は研究対象が存在している

ところぽ設置するよう提案1決定されカムチャツカ地

質調査所と同様ぽ樺太地質調査所が設立1拡充された

1960年以降次冷紀新しい鉱床が発屍されるようになり

ました､

樺太⑳水'銀鉱康紀ついて最初に情報を入手したの

は日本人でそのメレイ河(旧員本名で女麗河)の漂砂

鉱床は工923年から開発されまし危(河の名はメレイ鉱

床名はメレァ).や添で中生代の粘土化された塩基性

火山岩申にその初成水銀鉱床が発屍され現在では樺

太全域で約30の水銀鉱廉が確認されています｡

樺太の水銀鉱体は狭長な水銀鉱床生成帯を形作りこ

の生成帯は深在断層(∂脱ポ蜘至t)を密接な関係をもって

います｡その深在断層系はよって樺太は地質学的に

はっ誉りと異なった壌つの構造帯一一西側が亨イオ地向

斜帯東側がユウ地向斜帯一一に分かれています目

そのうちの東側の構造帯の断面はグレイワッケ砂岩

1粘板岩1珪質粘板岩1スピライト輝緑岩1チャｰト

の互層状の重なりを示し複雑に転位し花深海性堆積層

･噴出岩層のユウ地向斜累層砂形作られています｡な

おこれらη諸岩層の生成時代は上部古生代から上部白亜

紀におよんでい蜜す｡これらの堆積岩･火山砦類は各

種の組成の蜜たき裏さ漢な時代の貫入岩の貫入を受け

さらにこの皿ウ地向斜累層は中性1酸性1醒アル湾リ

組成のレンズ状噴出岩をわずか紀伴った塵成および海

成のそラゾ竜からなる新錦三系の地層に不整合におお

われています.

西側の構造帯の場合には上部白亜紀の濃海性および

陸成の砂岩1泥岩層カ溌達し上部白亜紀の火山作用は

弱かったようですが新篤三紀の火山岩類は塩基性なら

びに中性のものであってこれは広く分布してい窪す.

深成岩は塩基性および中性ときぽ亜アルカリ岩の小貫

入岩として分布し地向斜発展の最終期を特徴づげてい

ます.

深在断層系はユウ地向斜とマイオ地向斜の接合部に沿

って形成されていると同時に樺太の鉱床を規制したお

もな構造要素となっています｡この輔断層系の最西部

に相当するのがトゥィ衰一ポ隠ナイ深在断層でク"

オン半島からビァフトゥ河にいたる60眺阻にわたって連

続しビァフトゥ河から北の断層帯は新第三系の下に潜

頭しかつその北方延長はドｰム状背斜系に沿っている

婁靱
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錦遺図メレァ(女麗)鉱廃鉱積分布図

ものと推定されています.またビァフトゥ河から南方

の部分の断層帯は新期の構造運動によって再生し上部

の構造階に衝上断層となって延長しそのため上部白亜

系がトゥイミｰポロナイ舟状盆地の新第三系の上に衝き

上がっています.そのほかの地区では深在断層帯は

新第三系紀おおわれていますがそれは塩基性組成およ

び率性組成の半深成貫入岩の線状に追跡でき慈連鎖状体

の存在によってはっ書りと図示することか可能ですし

さら紀新第三紀の火山の配列からも推定可能です.地

球物理学的なデｰタによるとこの断層は磁気異常と重

力異常(重力分布からみられる高まりの部分でプラス

の重力異常値をもっている西部境界部分の揚含および

マイナスの重カ異常値を特徴とする中部の場合)で傍証

できるようです.

トゥイミｰポロナイ断層はその全長にわたって辰砂

と准辰砂の分散ハ漂一繊素を含々だ鮮廉看滴&天然'･

ガ湾の徴候を侍りてい湊す簑そしてこの断層瀞中熔幾

つかの水銀と拙素の鉱床淋腿胎され怒ら紀熱水革質

作用を受け花藪買入岩1噴胴砦類(婁次珪岩型1プ灘ピ,

ライト型)お密接な関係をもgて辰砂利琴かに方鉛

鉱1閃亜鉛鉱1灰重荷1金な沸裏分布しセい漢方'!釦

鯉紀には樺太南部⑳歓層帯帝紀泥火山か生成し毛の

負ちのプガチ饗刻濯火閑⑫勉出物串紀は辰砂か認められ

てい蜜薮地球物理学的デｰ象にぶ嵩とけイ薫一､

潔濠淡琢粉状鏡地の軸部紀深荏断層の存在す葛ζと淋携､

熊懇蜜蜜紙芯の断種はブ蕊幻㍗最大竃カ地の東

側の限界を深浅磁気異常分布と露カ異常紛布から推定慈=

れだ愁のでかルｰズな新第三系の下に埋没し鍛大童�
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力部を作っている隆起部にはユウ地向斜型中生一首生

層からなるダウランｰアルムｰダン山脈か位置しこの

山脈の東側は逆断層型の断層で境巷れその断層ぽ沿っ

て辰砂1自然金･灰重石の分散ハ照一と幾つかの水銀鉱

床が分布しています､

南樺太ではスズナイ深荏鰍層がスズナイ山脈とスズ

ナイ舟状盆地を分けているこぷになりてい護すがこの

深在断層も新第三系におおわれているだめに重力分布と

･シルト捨の上に中生一古生代の皿ウ地向斜型岩層が衝

上しこの断層の上盤に位置した粘土化塩基性噴出岩類

に辰砂鉱床が胚胎されています.

出一ルボマイスク深在断層は樺太に存在する勉め

深在断層に比較して削剥擾度がはなはだ大きいという特

徴を有しそのためこの断層帯の場合には下部白亜紀の

ウルトラペｰサイト貫入岩帯と擾乱帯の存在を示唆する

幅広い圧砕岩帯跡地表に露出してい濠す曲'後者紀属す

る片状の中生層はかって下一中部古生代のデルプィシ

ェフ層灘に入れられていたものです｡ピ藪一ルポ呼イ

スク断層に沿って一メレイ衝上断層の場合を同じように

酉に向かって中生層添街上しています,そして本断

層はあまり続成作帰め強くない鮮新統の磯砦と砂岩紘埋

められた狭長な地溝を伴っていてその中の鮮新統の岩

層はしばしば衝上によって中生層におおわれた形となっ

ています.この断層帯中には多数の貫入岩類が分布し

ていますがそのうちウルトラペｰサイトとへ一サイト

の貫入は下部自亜紀に花鰯砦類の算入は育第三紀に行

なわれ漢だ鮮新世一下部第四紀には安山砦と玄粛岩の

海流がそれぞれこの深在断層に沿って行なわれ漢した｡

現世の沖積層を洗鉱してみるとその砂鉱申ばは辰砂･

灰蒐石1自然金1含オス窯ヴムイリジ黒ウム･ク源ム鉄

鉱･チタン鉄鉱が認められるようですが初成鉱床とし

ての辰砂鉱床が確認されているのは変朽蛇紋岩質ならび

に変朽輝緑岩質のリストウェン岩中に限られています.

以上の断層系のほかにも酉樺太断層および東樺太断

層と呼1ずれる大規模な深在断層帯があります｡

酉樺太断層は鮮新世の亜アルカリ若々脈下一中部

中新世および上部鮮新植一下部第四紀の小貫入岩山噴出

岩筒が線状ぽ配列するこをから推定されているものです.

しかもこの断層は辰砂曲准辰砂1自然金の分散ハ浜一

と参金属鉱の露頭の分布を規則でしいます中

東樺太断層は東シ皿ミタ山塊を除き北樺太と中央

樺太の東側に分布する娃基性1趨塩基性策大岩類の影

響と思われる磁気異常の存在から推定された深在断層で

す｡シュミタ半島はおいヤはこの断層帯ぽウルトラ

ペｰサイト算入岩体とク浜ム鉄鉱冷床1辰砂鉱床カミ胚帯

されています｡

樺太の軸断層帯の断層はまたおそら'く頭樺太･東樺

太両断層もペイベ(A.V･脆y飛五956)のいうヂ深在｣

断層の範鰭に入るでしょう｡この深在断層は火成岩類

の帯状配列を編制するだけでなく堆弾作用の性質にも

大きな影響を与えています､

下部自亜紀末期一一上部自亜紀初期に軸断層系に沿っ

てユウ地向斜帯とマイオ地陶斜帯の接合部にトサミ

ｰポロナイ断層とビ嚢一ルボマイスク断層で錆慈れた狭

長な地塁か生じ察した昔この地墨の東側には上部自亜

紀のユウ地内斜性残存地溝が西側にはマイオ地殉斜性

の残存地溝赫配列するよ資組なり凄した｡新生代の間

にこの東側構造帯内ばは嘩生一吉生層からなりかつ

鶏二次の深在断層で鑓され花ブ熊ック状背斜地塁と中

生一酋生代の地質構濫を切る鶏愛次の深荏断層鱗か形成

されたと考克られてい凄す｡そのうちの=籍婁次の深在

島の中生一首生代の摺曲構造上に位置した新第三系舟状

鏡地の境界をなしてい蜜す帝断層帯の幅は一般に2

～駄瓢を越えてい妻せん当そしてこの断層は上部

筒亜紀のべ一サイトと一ウルトラペｰサイトの分布クロ

ム鉄鉱1ニッケルの鉱床の配列辰砂の分教ハロｰと鉱

欝§国有力泣鉱肩襖紺港と匁蓬穣の至っ約レふ笈タ港�
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床の分布を規制しています｡

水銀鉱の生成はアルプス構造運動と密接な関係をもっ

ておもに東部の地塊構造帯に駆胎されその申で第1

次および篤2次の深在断層系に規制された水銀鉱床がシ

ュミタ半島からゴニノｰアニバ半島塞で延びる亙つの水

銀鉱床帯を形成しています｡この水銀鉱床帯は配列

からいえば棒大の蛇紋岩帯と完全ぽ一致します､そ

して東樺太山群のこの水銀鉱床帯の幅は最大7破狐に

達するのに対しトゥィミｰポ浜ナイ断層&酉樺太断層

に規制された水銀帯の幅はそれぞれ工0～工5㎞ユを越免

ていません｡これらの水銀鉱床精肉の水銀鉱は新欝

三系の塩基性･中性1亜アルカリ維成の小貫入岩と安山

岩･玄武岩類の発達する地区紀賦存してい凄す｡

て透水度の小さな粘板岩1蛇紋岩･構造粘土に被覆され

たチャｰトおよびリストウ皿ン岩一脆弱な岩石一ヰ

に晩較的多鐙の鉱石が簾中しているようです苗こρ東

樺太水銀鉱床帯の新第三系はあまり転位していませんし

通常その堆積層は水銀鉱を胚胎していません卓辰砂

の分散ハロｰが新籍三1系噴出岩類の発達した地域に認

められるだけです｡ただ例外的にシュミタ半島にお

いて初成鉱体としての水銀鉱体が1体だけ下部中新世

⑳凝灰質砂岩の破砕帯中に認められているにすぎませ

ん中

南北性の深成断層のほかにそれほどはっきりしてい

るわけではありま昔んが東碩性の構造帯があって地向

斜の南北性の黒帯性(不連続性)の因となっているよう

です古通常マグ㌣作用と鉱化作用は深在断層の交差

部もしくは交会部に働いでい窯す｡そのよい例となる

のは新第三紀舟状盆地の境界をなしている南北性深在

断層が走向NW-S鶯のピョｰルボマイスク深在断層

と交差する東樺太山鮮南部の場合でしょう｡濠たボ'

ヤソｰク地峡北部の地域で南北性のトゥイミｰポロナイ

断層と酉樺太断層が走向NW-SEの構造帯と交差し

ダウランｰアルムｰダン山脈でゴニノｰアニバ半島の

地域で南北性の断層が東両性の構造帯と交差している

場合もよい例といえるでしぷう｡以上の地域の断層交

差部にはそれぞれ水銀鉱床が確認されてい漢す｡

樺太紀おいて水銀鉱化作用の分布を規制した広域性の

断層か図幅調査や地球物理学的調査のデｰタかも比較的

容易に認められてきたのに比べると具体的に水銀鉱を

胚胎した構造部分を研究し明らかにする努力は襲だ蜜

だ不十分です.

鉱化作用の構造地質的繋境や鉱石胚胎層の岩看学的組

成の違いは鉱床のいるいろな構造1形態的なタイプのも

のをあるいは鉱石構成鉱物の組成に多くの特徴をもた

らす原因となっています.

東樺太水銀鉱床帯内では水銀鉱体は主として下部の

構造階部分の岩刷こ胚胎され鉱看の分布を規制し彪断

層の近くでは水銀鉱は中生一音生代基盤砦を構成する

すべての岩石一一結晶片岩1チャｰト1グレイワッケ砂

岩1スピライト1輝緑岩1安山岩質翰岩1玄武岩質翰岩

･凝灰岩1粘板岩1珪質粘板岩蛇紋岩一輝線砦一班繍

若々体接触部一一串に賦存してい塞すが可塑性を有し

基盤岩をなす岩石に胚胎された多数の水銀鉱体は一

連の構造1形態的なタイプに分けるζと赫できます(第

工表),もっとも多く分布しているのは整合鉱体と交

差鉱体です｡そのうち交差鉱体は強く圧された狭長

な背斜摺飾の頂部に発達していますがその欄出部は

幅200～300狐で薄層一筋紋状チャｰトからからなり多

くの割れ簿紋切られた部分に相当し嘆す(オ災トジンス

コ黒鉱床の場合)由この場合辰砂はチャｰトの層理面

､床フィルムの形で賦存するかあるいほチャLトを切

る繍い微脈(1～3㎜m)の形で存在しています.チャｰ

トの含鉱宥層部分は厚く(50狐)非常に長い題長性をも

ってい蜜す､

背斜の割れ目に富んだ項部を被覆する塊状チャｰト･

砂岩1凝灰岩中には微脈一鉱染状鉱化作用を伴った破

砕帯鉱化型の鉱体が胚胎されていることもあります.

ヤｰスノ黒鉱床かごの例ですかその場合辰砂は圧

砕されたチャｰト帯(部分的紀はチ却一ト淋微粒状に激

しく圧砕密れている)め扉

書最大駄跳の紬脈および鉱

梁体の形で賦存しています.

ズペけフ労鉱廉の場合

は欽俸の大部分が街上断

第6灘鑑カ縫幾臓火力籍鰍こ頼る

ζ&終匁る簑(加㍉火力発

鰯肋嫌イ繋一)�
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篇1義樺太の水簸鉱疎欝の形態と鉱物組成の特徴

彊

塊状資ヤｰド砂岩1凝灰

岩からなり翻れ目吾こ富ん

淀鱈60c～至壷◎oo唖の背斜'

幹部の破弾帯

上

筒上

同上

衝上断溺上盤側に分布する

鉱化したリ風トゥエン若々

塊

1参観繋刈鑑燦簑毒雛

�

(ぶぺC雪旦)嚢看1鉄菱苦土菊1方解腐

苗鉄白雲看･滑看剖鑓紋看

1緑派看1総立飲勧

ヤスノ異同上

製紋雛鱒のレンズ1

朱鉱化聯:リス､ウ里ン潜≡ズベトロフカ

鰯花鶴蜘鐘化㈱1

灘一かんらん潜々系

厳砂1稼鉄鉱1鋼鉄鉱1欝

鉄鉱･霜薬出炭酸塩鉱物苗

滑層･縮敏篠1珪酸黒奴ケ

働レ鉱働

鱗灘蟻トリ『チ劫工

噴出岩のレンズ状岩体を塩

基性岩脈との交差部の鉱の

うお麦ぴ織脈鱒

ユウ地向斜溺系(Pz～C置轟)

慶砂輯務鉄飲珪(と蓬1こ灰

箆看由貞然鰯苗孔雀篠1藍

銅鉱)･賓葵抽方解肴曲録

白雲腐1緑泥彩1絹雲偉1

褐銀鉱1蔑鉄鉱

衝上断層上盤側に鈴諦する

塩基性糠主化噴出砦の鉱化

奏れ花レンズ状岩体

小ドｰム状背斜頂部の岩脈

接触部の破砕砂岩の鉱化岩

塊および鉱のう

㍗轟仁蟹群㎞糾

濫湾努巧ツセ

!辰砂･幾鉄鉱1称鉄鉱｡カ

オリナイト総主鉱物1膚

薬1霧髄1籏酸塩鉱物

≡辰砂龍贋薬1炭酸塩鉱物｡

椀

勲翁費加ずい緒土鉱物串

グアダル弟ザ多イド

嬰鶴蛾駿瀞金献

岩体に貫入され夜安山:岩噴

出岩

第四紀泥火山の火ρ近辺

鮎岩■端々系(N)1騒苧鶏苧騒叩

i臓石担撚金誼礁苗蓋

1髄岳愈攻リナイい絹雲爆

い鯛磐珀欝燐鉱1禽銀鉱

溌岩層終搬入し花第四系泥≡凝砂1携辰砂･炭酸塩鉱物

人蜘鮒物ド織鉱

同上

麟総燃墨瀦1,亥獅ζ

力泳リン化作用炭酸塩化≡ククイスコエ

禰一一､

カオリン化作用メレア

同上

胴上

!同.ヒ

岡､ヒ

1ビリ皿ゾフカ

2孜瑳磐の生成

心･化作用

ピロどラ1イニスコエ

砒素一アンチモン

ｰ水銀

同上

炭酸塩化作用賛鉄鉱化作

用

ブガチ螢フ瀦火{'水銀(古期水銀鉱

床の蒋生)

粋に辰砂だけからなる鉱のうも認められてい濠す的な

お鉱体は鉱化後の構造運動によって小塊ぽ破砕されてい

る部分や衝上断層帯の構造粘土中に取り込裏れてい蛮場

合も少なくありません串

床(旧員本名は女麗鉱山)かあげられ蜜す､

の辰砂は厚さ最大王棚という細脈灘として

土中に分布しています由

この鉱床

直接紀粘

クリュｰチェボエ鉱床の揚含のぶ蚤紀蛇紋岩&精板

岩との接触部で蛇紋岩が石英一炭酸塩鉱物一赤鉄鉱がら

なるリストウエン岩は交代さ杓て生じ花リ派トウ皿ン

岩型の水銀鉱床も分類上では分1帖れてい凄す､ζ

の場合には辰砂が紬脈やフィルム状を扱してリ黒トゥ

エン岩中の割れ目に沈殿してい蜜す岳

†デシュダ鉱床･スカリノ黒鉱床1ククイス鐵黒鉱床

などの場合のように塩基性および卿陸組成⑳岩脈&リ

ストウェン岩化したレンズ状噴熾猪当あ交差部近く終生

成している水銀鉱体は鉱のう状であり路るいは綱脈騨

を呈してい襲す｡その辰砂獄厚魯鍛大王鰍の細脈な

らびに鉱染体の形で存在するようです由

､衝上断層の上盤側に分布する塩基性潟ぷび中性陽噴紬

岩類の粘土化帯中に賦存する水銀鉱床をしてメレァ鉱

の場合には小規模の鉱体が泥岩にお為われた粗粒凝灰

質砂岩の破砕帯串に賦存している怒けです､

しかし

新第三紀の火山岩1火山源岩類が発達した地

看英からなる各2次珪岩ぽ変わってい凄す.この2次

珪岩は接触変質帯としての看英一炭酸塩鉱物一緑簾春一

線泥石プ渓ビライトにとり叢かれ辰砂は粘土化帯中に�
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土状微粒質の塊で賦存しまた2次珪岩とプロピライト

中に綱脈と鉱染体の形で存在しています.辰砂のほか

鉱石中には准辰砂岳鶏冠石･方鉛鉱曲閃亜鉛鉱･黄銅鉱

･灰重石･自然金もあります.辰砂の綱脈とフイルム

を随伴した硫化鉄鉱の鉱石といいたいほど2次珪岩と

プロピライガミ強く黄鉄鉱化されていることはこの鉱床

の場合の大きな特徴でしょう､

トゥイミｰポロナイ断層帯中の水銀鉱を探査するため

に関心が集中していることは准辰砂の分散ハρ一とい

う現象です｡たとえば安山岩々脈と玄潰岩命脈に貫

ぬかれた上部白亜系泥岩からなるベリョｰゾボ･ハロｰ

の部分では准辰砂含有量が重鉱物含有総量五00g中

1.59となっています.なお上部白亜紀の泥岩を貫い

たプガチ裏フ泥火山の鋤出物中に辰砂1影石1方解石

･黄鉄鉱･白鉄鉱の存在することか確認されそして

その重鉱物精鉱中にも准辰砂が認められました.これ

はおそらく泥岩からなる地域内において辰砂と准辰砂

が安山岩と玄武岩の岩脈との接触部に賦存しているか

それとも水銀鉱化作用が古期の活動を繰り返した泥火

山と密接な関係をもっているかを示唆しているものと思

われます､

酉樺太深在断層沿いの初成水銀鉱体の探査はレソゴ

ルスク辰砂分散異常地域で行なわれました､この分散

異常地域は古篤三系のカメンスコ皿層とニシュネドイ

スク層の挾炭堆積岩層からなり割れ員の交錯した小さ

なドｰム(短軸背斜)を形作っている地域で堆積岩層

は安山岩および玄武岩の岩脈の貫入を受け水銀鉱体は

上述のドｰムを構成するニジ皿ネドイスク層砂岩の破砕

帯中および粘土化された岩脈と堆積岩層との接触部に胚

胎されています.鉱石鉱物は主としてグァダルガザラ

イト(ソ連ではこれを深成の准辰砂と考えていますが

それは疑問)です.

東樺太水銀鉱床帯の水銀鉱体(中生一古生代基盤岩の

岩石に胚胎されかつ新第三紀火山の活動の中心からい

ちじるしく離れて分布する)とトゥイミｰポロナイ永銀

帯と酉樺太水銀帯の水銀鉱体との間の大きな違いは樺

太に水銀鉱の生成系が2系あるζとを教えています.

シベリアと極東の水銀鉱床に関してクズネツォフ(V.A.

Kuznets岬)が提起した分類によ1ると東樺太水銀鉱床

帯で今までに確認ずみの鉱体の大部分は火山作用に直接

関係のない｢卑金属型｣水銀鉱宥剰こ入ることになりま

す封ずなわちこの東樺太の水銀鉱体の場合は鉱物

組成が単純なこと深部に為ける鉱化作用と鉱体の鉱物

組成カ喜一定していること鉱肴を胚胎する蛇紋岩がリス

トウエン岩化しているなどが特徴です由ほとんどすべ

ての鉱体(東樺太水銀鉱床帯の)の場合に先鉱化期の

斑櫛岩･瑳粉閃緑岩･モンゾニ岩･輝緑岩･慎斑岩の岩

脈が認められます.この塩基性および亜アルカリ組成

の貫入岩と鉱体との配列上の関係は深部に存在する塩

基性マグマ溜と水銀鉱化作用との共生的結びつきを推定

させてくれます.鉱石の沈殿は構造粘土･蛇紋岩･粘

板岩1珪質粘板岩など透水度の低い｢遮蔽体｣の直下に

生じしたがって鉱石が沈殿したおもな要素はいわゆ

る｢炉過効果｣であったと思われます.

ト賞イミｰが鷲ナイ水銀帯と酉樺太水銀帯の水銀鉱体は

新第三紀の火山岩類と直接関係があるかもしくは現在

温泉となっているようなマグマ活動を今でも続けている

地域に賦存しているかです.クズネツォフによると

これらの鉱体は火山活動カミ地表におよん想地域ぽ生じて

いる砒素一アンチモンｰ水銀鉱石系に入れねばなりませ

ん.この場合は准辰砂が存在することときには鉱

石が複雑な鉱物組成を示すこと(鶏冠石･辰砂亜准辰砂

･黄鉄鉱･白鉄鉱1方鉛鉱苗閃亜鉛鉱1黄銅鉱1自然金

･灰重石)プロピライトが2次珪岩･粘土化帯が発達

することなどを特徴としています.さらに2次珪岩

帯がプロピライト化帯は交代されて生じた垂直;黒帯配列

構造も認められます.そして鉱石が沈殿したおもな要

素は地表ぽ近づくにつれて熱水溶液カミ急速に酸化され

たことにあるようです.砒素一アンチモンｰ水銀鉱石

系の鉱体は水銀鉱石系の鉱石の場合と同じようにおそ

らく深部に位置した塩基性マグマ溜と共生的な結びっ

きがあるのでしょう.なお樺太地質調査所のバプキ

ン(P･VBab蛙n1968)は日本の水銀鉱床の中で水

銀鉱脈が金鉱脈や参金属鉱体に移り変わる例を挙げて

同じような変化を予想しています.確かに大まかにい

って碇ケ関鉱山や明治鉱山の辰砂→黒鉱式鉱石蛭子館

鉱山の辰砂→金といった実例が日本で知られています.

さて樺太の水銀鉱床の評価ですが前記バプキンが'

1967年に学会で報告し危記録は次のように著わされて

ますのでそれを紹介しておきます.

｢大きな関心がもたれることぱ第四紀泥火山に密接な関係

を有する水銀鉱淡賦存する点である｡現世の泥火山の地

蔵にも現抵の温泉が活動している地域においても新潮に

蓮噴出性の㌢グマ砦が貫入したために生じた熱水によって

宙期の水銀鉱が再生意れている可能性がある.異なる構

造相タイプの鉱体が賦存すること鉱のうの水銀品位がき

わめて高いこと錯岩の熱水変質の度合がかなり強いこと

鉱石の沈殿に書わめて適した地質構造が存在すること深

荏鰍層捌｡治りて熱水変質岩と辰砂が広く分布することは

樺太紀軸いて水銀鉱の可採鉱床を比躍的に増大させること

のできる可能性を教えている｣(筆者は鉱床部)�


